
平成22年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その８ 

平成22年12月９日（木） 

                                          

 

（午後４時10分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第40 議案第17号 平成22年度橋本市

一般会計補正予算（第５号）について か

ら、日程第52 議案第29号 訴訟の提起に

ついて までの13件 

○議長（中西峰雄君）日程第40 議案第17号

平成22年度橋本市一般会計補正予算（第５号）

について から、日程第52 議案第29号 訴

訟の提起について までの13件を一括議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）それでは、追加提案い

たしました議案についてご説明を申し上げま

す。 

 今回、追加提案をさせていただきました議

案は、平成22年度橋本市一般会計及び特別会

計・企業会計の各補正予算案件が11件、指定

管理者の指定についての案件１件、訴訟の提

起についての案件１件、合計13件でございま

す。 

 議案第17号から議案第27号までは、一般会

計及び特別会計・企業会計の各補正予算案件

であり、11月29日の議会開会日に可決をいた

だきました議案第16号 橋本市特別職給与条

例等の一部を改正する条例及び委員会提出議

案第１号 橋本市報酬及び費用弁償等支給条

例の一部を改正する条例に基づき、特別職や

一般職の給与、議員報酬などを補正したほか、

人事異動に伴う給与費の調整や職員の退職に

伴う退職手当も同時に補正したものでござい

ます。 

 続きまして、議案第28号でございますが、

公の施設の指定管理者の指定についてであり

ます。これは、橋本市高野口デイサービスセ

ンターの指定管理者として、医療法人敬英会

を指定することについて、地方自治法第244

条の２第６項の規定により議会の議決を求め

るものであります。 

 議案第29号は、訴訟の提起についてであり

ます。これは、平成22年９月議会において議

決を得、現在、係争中である兵庫住宅２－２

号の明け渡し訴訟に関するものでありますが、

訴訟開始後に議決を得た者以外の郵送物が送

達されていることが判明し、新たに４名の者

が不法占拠していた可能性が明らかになりま

したので、これらの者に対しても市営住宅の

不法占拠に伴う明け渡し及び損害金の請求訴

訟を提起いたしたく議会の議決を求めるもの

であります。 

 以上、議案13件についてご説明を申し上げ

ました。本議案は、12月議会に当初議案提案

後、確定した事案でございますので、今回、

追加提案をさせていただきました。議員各位

には、よろしくご審議の上、ご賛同賜ります

ようお願い申し上げ、説明といたします。 

○議長（中西峰雄君）市長の説明が終わりま

した。 

 これより議案第17号から議案第27号までの

11件について一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）一般会計の７ページ、
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退職手当です。ここで約３億円という、勧奨

による退職手当の追加だと思うんですが、何

人分なのか、お願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第17号から議案第27号までの

11件については、原案のとおり可決されまし

た。 ○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）７ページの、これ

は総務管理費ですか、その中に計上しますの

が、11人分でございます。ほかに教育委員の

中にも１名がありますので、今回12名という

ことで計上しております。 

 次に、議案第28号について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）ちょっとお尋ねしたい

んでございますが、引き続き指定管理の指定

を行うわけなんですけれども、橋本市の高野

口デイサービスセンター、これにつきまして、

今までの経緯というか、経過というんですか、

そういうものはもちろん文教でやっていただ

けると思うわけなんですけれども、要するに

いろいろ意見聞いているわけなんですけれど

も、高野口のもともとデイサービスやってい

る時分と経営状態が非常に違っておりまして、

聞くところによりますと、この方はほかにも

経営をされておるということで、地元とのつ

ながりが非常に少ないと。向こうの施設がい

っぱいになったら、いっぱいになるので、そ

れをそちらから連れてきて高野口のデイで使

うと。そんな形で実際に、地元の方のそうい

った本当のお年寄りとか障がい者の方のデイ

になっているということにはいささか疑問が

あるというような声もあるわけなんですけれ

ども、そういうことについては十分精査され

ておるのかどうか、ちょっとお聞きいたした

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）よろしいですか。ほか

にありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第17号か

ら議案第27号までの11件については、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより議案第17号から議案第27号までの

11件について一括して討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 ○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

 これより議案第17号 平成22年度橋本市一

般会計補正予算（第５号）について から、

議案第27号 平成22年度橋本市病院事業会計

補正予算（第３号）について までの11件を

一括して採決いたします。 

○健康福祉部長（上田敬二君）高野口デイサ

ービスセンターにつきましては、もう今さら

申すまでもございませんけれども、旧高野口

町の時代におきましては、社会福祉協議会が

運営しておりました。社協の時代につきまし

ては、平成19年６月１日付で経営難や利用者

数の減少を主たる理由に指定管理者解除の申

し出がありました。その後、ちょっとの期間

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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あきましたけれども、翌平成20年１月から新

たな指定管理者ということで医療法人敬英会

が指定管理者として再スタートをしたわけで

ございます。その後、３年１カ月たっている

んですけれども、私ども承知している経営状

態を見ましたら、社協の時代に比べて開館日

の日数を増やした、あるいは定員を増やした。

こういうこともありまして、平成20年度は、

全く要支援者、要介護者だけじゃなくて要支

援者の受け入れがなかったんですけれども、

要支援１、２の方で300回近い利用があったこ

と、あるいは要介護２、４の利用者が突出し

て現在増えているような状況があります。ま

た、要介護５というような重度の方について

も利用者も増えておりまして、21年度におい

ては800回を超える利用、あるいは22年度半期、

今年度半期についても、もう既に600回を超え

る利用があって、利用状況が非常に伸びてお

ります。それに伴いまして、運営状況につき

ましても、平成22年度で479万円の黒字あるい

は21年度で1,560万円の黒字で、運営状況につ

いては非常に良いという判断をしております。

ただ、残念ながらちょっと、どの地域の方が

利用されているか、ちょっとデータを持って

おらないんですけれども、基本的には、橋本

市内一円から来ておると理解しているんです。

ただ、井上議員おっしゃるとおり、ほかの施

設、敬英会については、たくさん経営してお

りまして、橋本市内では山内でグリーンガー

デン橋本あるいはそのグループホーム幸楽の

里ですとか、ケアプランセンターも持ってお

ります。そういうところから施設間の移動は

多分あるんだろうなと思いますけれども、基

本的には、経営状態、そして利用者の数から

いえば、本来の目的を達しているんではない

かという判断をしております。ご理解お願い

します。 

○23番（井上勝彦君）文教に付託されますの

で、文教の中でいろいろと細かいそういう資

料等については提出をしていただいて検討し

ていただくということで結構なんですけれど

も、私は文教に入っておりませんねんけども、

とりあえず社協がやられているときには、経

営難というか、それは在宅介護と一緒にやっ

てましたもので、社会福祉協議会が。それを

赤字の分を補填をというか、お互いやり合い

をしていたということで、内容的には、非常

に赤字になったという原因は、そういう要介

護、要支援、要支援のそういう比較的健康な

方が今、600回って言われてましたが、だいた

い１日２人やしてな、年間にすれば。それは

そんなもんじゃなくて、もっとたくさんカラ

オケとかいろいろ２階で設備がありましたの

で、何十人というのは来てましたけれども、

要するに利益にならないということであった

わけで、地元の方がたくさん利用されておっ

たわけなんですけれども、ここ二、三年の間

は、高野口デイサービスというのは、あるけ

れども、もう一つ地元の方が利用される機会

が少ないということを聞いております。です

ので、その点も十分その経営者に対して、や

はり今後、こういうこの方にやっていただく

ということになれば、できるだけ近くの人に

も呼びかけて、一人でも多く参加してもらえ

るような経営内容を考えていただくように指

導をご指導していただきたいということを申

し上げまして、あとは文教にゆだねたいと思

います。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第28号に

ついては、文教厚生委員会に付託いたします。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。  次に、議案第29号について質疑を行います。 
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 質疑ありませんか。 

 24番 中西健君。 

○24番（中西 健君）最後になりまして大変

申しわけありません。これ大事なことなので

質問させていただきます。 

 これ不法占拠、不法占拠といったら、いわ

ゆる刑罰、刑事、こういう部類に入るように

思うんですが、不法入居と不法占拠、この違

いがね。この不法占拠、これなぜ起こったか

ということについて、これは、発覚したのは

訴訟開始後に議決を得た者以外の郵便物が送

達されていることが判明してこれがわかった

と。これは不法占拠、いつから入居されてお

ったかということを一つと、これが本来こう

いうことが私の議員生活20年の中で、こうい

うことはあり得なかったし、それは裏でどう

いうことあったか知らんけど、表ではこうい

うのは初めてなんですね。これがいわゆる管

理上の問題であって、これがミスがなかった

かどうか。なぜということになりますと、こ

れ大変なことなんですよ、これ。これ発覚し

たけれども、訴訟の中でね、万が一事件、事

故起こした場合、それから一番怖いのは火災

ですね。このときに市としては申し開きでき

ない。たまたまなかったですけれどもね、こ

の管理上について、これは家賃のいわゆる徴

収される方がおられて、それから建設の住宅

係ですか、これが管理されておるんでしょう。

これらの連携がきちっとなされておったかど

うか、この２点についてちょっとお伺いいた

します。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）冒頭、市長のほう

から提案理由のほうで説明ございましたが、

現在、下兵庫住宅２－２号について９月議会

で承認をいただきまして係争中でございます。

そんな中で、定期的にこの物件について、う

ちの職員が巡視をしておりましたところ、11

月11日の巡視で、郵便物が届いておることを

発見しました。記載の４名のあて名でござい

ました。ただ、この４名がこの中に不正にど

こまで立ち入ったかどうかというのは、その

時点ではわかってはおりませんし、その後も

定期的に見回っている限りでは、いわゆるこ

こで言うところの立ち入って占拠してという

ような事実は、確認はできておりません。た

だ、係争中でもありますし、弁護士等にも相

談しましたところ、やはり念には念を押して

郵便物が届いておるということであれば、や

はりそこへあて名で何か郵便を届けるという

ことは、今後もそこへ不正に入り込む可能性

もあるので、念のために訴訟の提起をしてお

いたほうが良いであろうというところから今

回、提案させていただいているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）24番 中西健君。 

○24番（中西 健君）これは９月議会でいわ

ゆる明渡し裁判、その時点で時間経過しとる

わな。それで11月何日までわからなかったと

いう今報告受けたんだけどね。係員も行った

というけど、もっと早く発覚できたはずと違

うか、それな。 

 それから、それどうしても腑に落ちんのよ、

それが。もう早う、９月でわかってんねや、

これ、訴訟しとる段階でね。ほんでその後、

いつ入ったかわからんというのは、これやっ

ぱり僕はおかしいと思う。ほんで、もう２回

しかできへんからね。 

 それから、その点１点とね、もう一つお聞

きしたいのと、それからほかの市営住宅、こ

れ以後、こういうことが行われていないかど

うか。いわゆる不正の入居とか、それから不

法占拠とか、これについては市全体の市営住

宅洗い直し、いわゆる調査をされたんですか。

この２点だけお聞きしときます。 
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○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）１点目の質問につ

いて１回目の私の答弁が不十分であったと考

えております。 

 定期的にこの兵庫住宅２－２号については

見回っておりまして、それまでは９月議会に

上程した時点では、その時に上程しました５

名の者に対してそういったことで訴訟させて

いただいたんですけれども、その後、11月11

日に初めて郵便物が届いておったと、その間

はございませんでした。ただ、郵便物が届い

た日と見回った日には、数日の多分落差はあ

ると思います。その点については、即日発見

というわけにはいかなかったというふうに考

えております。そういう意味で、11月11日に

見回った段階で郵便物が届いておると。ただ、

その４名の者が中へ入り込んでおったかどう

かというところについては、外から見る限り

においては、そういった形跡は見受けられま

せんが、先ほど申しましたとおり、可能性も

あるし、今後またされるという可能性もあり

ますので、念のために今回、弁護士と相談の

上で新たに追加ということで提起させていた

だくものでございます。 

 それから、他の入居にこういったことがな

いかということでございますけれども、いわ

ゆる不法占拠というものは、あいている部屋

については定期的に見回っておりますので、

いわゆる見回る間と見回る間の数日あるいは

一月、二月のタイムラグというのは十分ある

可能性はあります。毎日見に行くわけにもい

かれませんので、ただ、こういった事例が発

生しました以上は、十分にこういったことに

も気をつけて、今後は見守る必要があるのか

なというふうに考えます。 

 それと、もう１点、いわゆる不法占拠じゃ

なくて、不正入居というところでございます

が、平成20年から逐次議会のほうへ訴訟の提

起という形でさせていただいておりますが、

すべてに目が行き届いているかというと、必

ずしもそうではないと思われますが、逐次、

そういったところも整理しながら粛々とやっ

ていきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ６番 清水君。 

○６番（清水信弘君）以前も何件か明け渡し

を求めた場所、人がいたと思うんですけれど

も、その方たちに対しては100％目的は達して

いるんでしょうか、お伺いします。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）平成22年に４件提

起させていただきました。この４件について

は、すべて明け渡しは完了しております。 

 平成21年には３件提起させていただきまし

た。このうち２件については、明け渡しは完

了しております。もう１件については、難航

しておるということではなくて、ちょっと相

手方さんがご病気になられたりということで、

まだ現在係争中でございます。 

 それから、本年提起させていただいたもの

については、ただ今係争中でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）こちらが訴訟を起こし

て弁護士を立ててやるわけですね、明け渡し

請求等の損害賠償等。僕の推測ですけれども、

相手方が弁護士を立てて争いになるというケ

ースあるんでしょうか。恐らくこれ一方的に

行政が訴訟を起こせば行政の勝ちだと、こう

いうパターンになると、その点どうですか。

幾つか今までのケース、お尋ねします。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）民事の裁判でござ

いますので、こちらが訴えて期日までに相手
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方の申し入れがない場合に、原告側の言い分

がすべて認められるというのが民事訴訟でご

ざいます。現在のところ、相手方が期日まで

に申し入れのあった事案はございません。た

だ、先ほども中西議員のほうからご指摘あっ

たんですけれども、すべてに目が行き届いて

おりませんので、現在、議会のほうへお願い

して訴訟を提起しておりますのは、現に住ま

われている方がいる物件ではございません。

名義人さんがどういう事情か、住んでいない

けれども家財が残っている。ところが、その

家財を一方的に処分しますと、これは後々市

が訴えられることになりますので、訴訟とい

う形で処理をしておりますので、今後、不正

入居云々で実際に住まわれている方を相手に

こういった訴訟を起こすとなりますと、これ

は市としても非常に心の痛むところでござい

ます。ただ、今までのところは、この事案と

いうのはそういったことでございます。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）だから、現状から見て、

議会にかかってきている今までの分ですよ。

今まで、この件も含めて非常にもう明らかに

悪質といいますか、不法占拠、不法云々と、

法にふれる行為をやっているんで、こういう

のはいいんですけれども、はっきりしてない

分についても訴訟に展開していくと思うんで

すよ。訴訟を起こさざるを得ないようなもの

もね、何か２件ほどあるという、そんな話も

聞くので、そうした場合、明らかに行政が勝

つ、勝つといったらあれかな、資金的にも弁

護士を立てて入居者が戦えないということも、

そういった点もしっかりとご記憶いただいて、

明らかに入居者に落ち度があるっていうのか

な、当然、弁護士とか相談いただいていると

思うので、何を言いたいかと言ったら、入居

者の言い分もあったらやで、弁護士立てて争

われへんのやから、もう行政が訴訟起こした

ら勝ちやし、その時点でな。そういう点も、

入居者の側からいえば、慎重な対応をしてい

ただきたいという、１件聞いているんでね、

行政に落ち度もあるやつやんか。行政に落ち

度もあるやつや。そういうのも実際、相談を

受けて知ったんで、だから慎重な判断を、訴

訟に持っていくまでに、十分な入居者との話

し合いとか、いろんな点で進めていただきた

いという、僕が受けたケースで、相談を受け

たケースで申し上げているんです。 

○議長（中西峰雄君）３番 富岡君、答弁要

りますか。 

○３番（富岡清彦君）答弁して。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）富岡議員の言わん

とするご趣旨というのは十分わかります。た

だ、市としても市営住宅の管理者という立場

もございますので、その辺も含めて総合的に

判断したいと考えます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）これ訴訟の利益という

の、あるんでしょうかね。弁護士料要るだけ

の話で、例えばこの人たちが封書を持ってき

ただけでしょう。本人がほんまに住んどった

かどうか。住んでいなかって、何かの住所に

するために便宜でやっておるだけやと思う。

しかし、それ何の法的な根拠もなしに、そう

いうことご利用しているんで、この人をあん

た、何の権利もないでって、弁護士が裁判で

勝っても、もともと何の権利もないんだから、

何の利益もないんじゃないんですかね。 

 それと、最初の方に訴訟、明け渡し訴訟す

るまでにこの管理者、つまり建設部の方が大

勢わいわい、これ４人もし入ってがさがさし

て、我が物顔でおるようだったら、転貸しと

かいうことでこれまでに排除、要するに契約

違反、賃貸借契約、市との賃貸借契約違反で
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解除できるんで、そういう可能性はなかった

んですか。要するに管理、過失というか、不

行き届きがなかったというこの２点でお願い

します。 

○議長（中西峰雄君）暫時休憩いたします。 

（午後４時41分 休憩） 

                     

（午後４時44分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）議員おただしの件

につきましても、弁護士と重々相談した上で

訴訟を提起するのがよかろうということで、

今回、提起させていただいておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）すいません、１点だけ

このことでお教え願いたいんですけれども、

市の市営住宅の中で、そこの２－２というの

は契約者がおれへんと、おれへんわけでしょ

う、契約者は。入居契約者がおれへんわけや

ね。そこへ郵便物がよく届いているというこ

とやったら、この郵便物を返すというか、発

信元に、発送元に返すということはできない

んかなという気がするんですよ。どんどんこ

れからも訴訟している間に郵便物が届いてく

るわけでしょう。せやからこういう郵便物、

自分の家でもそうやけど、全然名前違うのに

届いてきたら郵便局へ返しますわな。ここは

住んでいる人はおれへんのでしょう、契約者

はおれへんのやから、市が責任を持ってそれ

を返すという、受け付けの拒否というか、配

達拒否をしておけばいいのかなと思うので、

その辺、ちょっと。 

○議長（中西峰雄君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）ただ今のご指摘で

ありますが、前回、訴訟した件の中で弁護士

と相談しましたところ、この４人についても

今回訴訟すべきであろうということで上げて

おります。ただ、訴訟を起こしている中でな

い時点で、議員おただしのような事案が生じ

た場合は、普通はこういった郵便物が本市の

市営住宅に届いておりますが、こういう方、

入居されておりませんということで、本市の

ほうから郵便局へ持っていくことになるだろ

うと思います。ただ、今回については９月議

会の件も、訴訟の件もございましたので、よ

り慎重にということでそういう対応をさせて

いただきました。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第29号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第29号 訴訟の提起について

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし
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た。  この際、各委員会の開催日程表等について

日程表を配付いたさせます。                      

○議長（中西峰雄君）以上で、本日の日程は

終わりました。 

（職員・日程表配付） 

○議長（中西峰雄君）配付もれありませんか。 

 お諮りいたします。明12月10日から12月16

日までの７日間は委員会審査等のため休会と

し、12月17日午前９時30分から会議を開くこ

とにいたしたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）配付もれなしと認めま

す。 

 各委員会の開催日程等については、ただ今

配付いたしました一覧表のとおりであります

ので、ご出席願います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。  本日は、これにて散会いたします。 

 よって、そのように決しました。 （午後４時49分 散会） 
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